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視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

柔軟な学びのシ
ステムを活かし
た教育課程の編
成を推進する。 
 
 
 
生徒が主体的に
学び、学力の定
着が図れるよう
な授業を実現す
るための研究を
推進する。 
 

①新学習指導要
領の趣旨を踏ま
えた、新教育課
程の編成を構築
する。 
 
 
②生徒が主体的
に学べるための
授業研究を行
う。 
・ＩＣＴ機器等
を利活用するこ
とで、さらに分
かりやすい授業
の 実 現 を 目 指
す。 

①新学習指導要領の改訂
に伴う課題を把握し、そ
の対応を検討する。 
 
 
 
 
②前期はスクーリング、
後期はレポートについて
テーマを設定し、研究授
業を含めた全員協議会を
開催する。 
・ＩＣＴ機器等を利活用
した授業の研修会を三課
程合同で実施する。 

①グループ会議や
教科会で、新学習
指導要領の改訂に
伴う課題を把握
し、その対応を検
討することができ
たか。 
②授業研究を通し
て、アイデアを出
し合い、授業改善
の手立てを共有で
きたか。 
・ＩＣＴ機器等の
特長を活かした授
業の利点を共有す
ることができた
か。 

     

２ 生徒指導・支援 

多様な課題を抱
える生徒に対応
するため指導、
支援体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校行事を通し
て生徒の自己肯
定感の向上を図
る。 
 

①外部の関係機
関の人材と連携
し、支援体制の
充実を図る。 
・学校いじめ防
止基本方針に基
づく取組を徹底
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が主体的
に活動し、自己
肯定感が高めら
れる環境づくり
を進める。 

①心身の健康や自らの生
活・教育環境に課題を抱
えている生徒がきわめて
多い。ゆえに生徒の情報
交換を常時行い、家庭へ
の連絡や、ＳＳＷやＳＣ
との協力・連携を密に
し、より良いサポート体
制を構築する。 
・いじめについても初動
の適切な指導に十分な配
慮をし、相談しやすい、
または安心できる教育環
境の形成に努める。その
ためのアンケート調査も
活用する。 
②自己肯定感の乏しい通
信制の生徒に対して、ま
ずは自信をもたせ、主体
的な活動の場として、カ
フェ等を利用し、達成感
や学校生活の充実を満喫
できるよう、常にアドバ
イスをする。 
 
 
 

①注意すべき生徒
の動向やその対応
にきちんと検証を
行い、改善点を明
確に浮き彫りにし
たか。 
 
・いじめの有無を
的確に精査し、あ
った場合は迅速か
つ適切な指導・助
言を行えるようそ
の体制を整えられ
たか。 
 
 
②学校行事や課外
活動での実績、ま
たはその他の生徒
の活動状況を総合
的に見て、生徒の
笑顔があふれ、安
心して学校生活を
過ごせているか
を、多面的な視野
から判断し、生徒
の学習状況や進路
実現などへ繋がっ
ているか。 
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１年間の目標 
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（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり
が将来性、計画
性を踏まえて自
己実現ができる
進路指導の充実
を図る。 

①多様な課題を
抱える生徒に対
応するキャリア
サポート体制の
充実を図る。 
 
 

①スクールキャリアカウ
ンセラーの力を借りなが
ら、適切かつ確実性の高
いキャリアサポート体制
を構築する。 
・ハローワークのジョブ
サポーターとの連携も密
にし、より良い就職活動
を支援する。 
・毎年、通信制には情報
過疎になりがちなため、
進学についての様々な情
報を他課程と同様に提供
できるよう細心の注意を
するように努める。ま
た、そのための情報の取
捨選択や情宣のメソッド
を多角的に分析し、生徒
の利益となるように充実
させる。 

①生徒への的確な
進路指導、実現が
果たせたかを、具
体的な進路決定先
を表し、検証でき
たか。 
・進路未定のまま
卒業を迎える生徒
を、極力減らすよ
うな取り組みがで
きたか。 
・生徒のキャリア
教育に関して、実
効力のある情報提
供、アドバイスが
できたか。 
 

     

４ 地域等との協働 

地域に理解さ
れ、信頼される
活動を推進す
る。 
 

①地域との連携
を推進し地域貢
献活動に積極的
に取り組む。 
・防災活動につ
いて地域との協
働を図る。 
 
 
 
 
 
②教育活動の情
報発信の充実を
図る。 

①通学路の清掃活動、小
学校のイベント参加など
を通して、地域社会への
貢献・交流を行う。 
また、厚木市、近隣自治
会との連携を密にして、
避難所としての役割を果
たすための避難所運営委
員会の設立をめざすとと
もに地域との協働を図
る。 
 
②ホームページの充実や 
スクーリング公開などを
通して学校の広報活動を
充実させる。 
 

①生徒が貢献活動
の意義を理解し、
活動に満足感を持
てたか。地域の
方々に活動が認知
されているか。 
避難所運営マニュ
アルが完成した
か。避難所運営委
員会が設立できた
か。 
 
②各種学校説明会
等への参加者が増
加しているか。 
 
 
 

     

５ 
学校管理 

学校運営 

安全・安心な学
校づくりのため
に三課程が連携
して教育活動を
展開する。 
 
 
フレキシブルス
クールとして三
課程の情報共有
を推進する。 
 
 

①学校運営マニ
ュアル等の内容
の充実を図る。 
・三課程で連携
実施する防災訓
練を発展させ
る。 
②ＩＣＴ機器の
利活用により、
学校運営の円滑
化をさらに推進
する。 

①学校安心安全管理計画 
を作成し、学校の安全教
育・安心管理の充実や周
知を図る。また、三課程
合同防災訓練をより実践
的なものに工夫する。 
 
②ポータルサイトの更な
る活用とＩＣＴ機器の利
活用のための研修を充実
させる。 
 
 
 

①学校の安全安心
管理の充実と職員
への周知ができた
か。 
 
 
 
②三課程の情報共
有にポータルサイ
トが十分機能して
いるか。 

     

  


